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とができる o 数値解析の妥当性は、予め行った実験データとの比較により確認している D
(2) 高力ボルト摩擦接合継手の線形限界強度として、母材・連結板間のすべり、母材の降伏、連結板の降伏が挙げら
れるが、継手の特性を表す 2 つのパラメー夕、母材公称降伏強度・公称すべり強度比、連結板・母材断面積比に
よってそれらの発生領域を明らかにしている o
(3) 高力ボルト摩擦接合継手の終局限界強度として、母材破断、連結板破断、ボルト破断が挙げられるが、実際的な
継手では母材破断が先行すること、すべり後の支圧による強度上昇を期待できる継手パラメータの範囲を明らか
にしている。
(4) 多列ボルト摩擦接合継手、低材質フィラープレートを用いた摩擦接合継手、厚板フィラープレートを用いた摩擦
接合継手、長尺ボルト摩擦接合継手について基準となる一般的な少数ボルト継手のすべり強度(ボルト l 本当た
り)からの低減係数については数値シミュレーション結果を纏めることにより提案している。
以上のように、本論文は高力ボルト摩擦接合継手の各種限界状態を広範に解析し、設計法の改良に資する数多くの
データを提供しており構造工学、橋梁工学の発展に寄与するところが大である。よって、本論文は、博士論文として
価値あるものと認める o
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